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第 33 回建設業経理士検定試験 ２級 

建設業経理士検定講座 

 

 

〔第１問〕 
 

仕訳 記号(Ａ～Ｘ)も必ず記入のこと 

 

 

〔第２問〕 
 

（１） ￥ 142  （２） ￥ 16,000,000 

（３）  ６ 年  （４） ￥ 8,000,000 

 

 

〔第３問〕 

 

 

 

  

No. 
借  方 貸  方 

記号 勘 定 科 目 金 額 記号 勘 定 科 目 金 額 

(例) Ｂ 当 座 預 金 100,000 Ａ 現 金 100,000 

(1) Ｋ 別 途 積 立 金 1,800,000 Ｌ 繰 越 利 益 剰 余 金 1,800,000 

(2) Ｄ 建 物 21,000,000 
Ｅ 

Ｂ 

建 設 仮 勘 定 

当 座 預 金 

7,000,000 

14,000,000 

(3) 
Ｃ 

Ｓ 

投 資 有 価 証 券 

有 価 証 券 利 息 

4,900,000 

7,750 
Ｂ 当 座 預 金 4,907,750 

(4) 
Ｇ 

Ｕ 

機械装置減価償却累計額 

火 災 未 決 算 

4,920,000 

3,280,000 
Ｊ 機 械 装 置 8,200,000 

(5) Ｈ 完成工事補償引当金 500,000 Ｆ 工 事 未 払 金 500,000 

                   

        部門費振替表         (単位：円)  

摘  要 
 

合  計 
 施工部門 補助部門  

   工事第１部   工事第２部   工事第３部   (仮設)部門   (機械)部門   (運搬)部門  

部門費合計  17,618,730   5,435,000   8,980,000   2,340,000   253,430   425,300   185,000  

(運搬)部門  185,000   46,250   74,000   51,800   9,250   3,700   ―  

(機械)部門  429,000   137,280   150,150   107,250   34,320   429,000   ―  

(仮設)部門  297,000   89,100   118,800   89,100   297,000   ―   ―  

合  計  17,618,730   5,707,630   9,322,950   2,588,150   ―   ―   ―  

(配賦金額)  ―   272,630   342,950  
０

248,150   ―   ―   ―  
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〔第４問〕 
 

問１ 
記号（Ａ～Ｃ）    

１ ２ ３ ４ ５ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｃ Ａ 

 

問２ 

工事別原価計算表                         (単位：円) 

 

 

工事間接費配賦差異月末残高  1,300 円   記号（ＡまたはＢ） Ａ 

 

 

  

摘 要  No.501    No.502   No.601   No.602    計  

月初未成工事原価  1,329,000   2,778,400   －   － 
  4,107,400  

当月発生工事原価                

   材 料 費  258,000   427,000   544,000   175,000   1,404,000  

   労 務 費  321,300   531,300   785,400   403,200   2,041,200  

   外 注 費  765,000   958,000   2,525,000   419,000   4,667,000  

   直 接 経 費  95,700   113,700   195,600   62,800   467,800  

工事間接費  57,600   81,200   162,000   42,400   343,200  

当月完成工事原価  2,826,600   －   4,212,000   － 
  7,038,600  

月末未成工事原価  －   4,889,600   －   1,102,400   5,992,000  



この解答の著作権はＴＡＣ（株）のものであり、無断転載・転用を禁じます。 

第 33 回建設業経理士検定試験 ２級 

建設業経理士検定講座 

〔第５問〕 

  精   算   表   

(単位：円) 

勘 定 科 目 
残 高 試 算 表 整 理 記 入 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表 

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 

現 金 19,800  500 1,400   18,900  

当 座 預 金 214,500      214,500  

受 取 手 形 112,000      112,000  

完成工事未収入金 565,000   7,000   558,000  

貸 倒 引 当 金  7,800  240    8,040 

有 価 証 券 171,000   18,000   153,000  

未 成 工 事 支 出 金 213,500 

 1,000 93,600   132,000  

 2,000      

 500      

 8,600      

材 料 貯 蔵 品 2,800   1,000   1,800  

仮 払 金 28,000   28,000     

機 械 装 置 300,000      300,000  

機械装置減価償却累計額  162,000  2,000    164,000 

備 品 90,000      90,000  

備品減価償却累計額  30,000  30,000    60,000 

支 払 手 形  43,200      43,200 

工 事 未 払 金  102,500      102,500 

借 入 金  238,000      238,000 

未 払 金  124,000      124,000 

未 成 工 事 受 入 金  89,000  21,000    110,000 

仮 受 金 
 

28,000 
7,000      

 21,000      

完成工事補償引当金  24,100  500    24,600 

退 職 給 付 引 当 金  113,900  11,400    125,300 

資 本 金  100,000      100,000 

繰 越 利 益 剰 余 金  185,560      185,560 

完 成 工 事 高  12,300,000    12,300,000   

完 成 工 事 原 価 10,670,800  93,600  10,764,400    

販売費及び一般管理費 1,167,000    1,167,000    

受 取 利 息 配 当 金  23,400    23,400   

支 払 利 息 17,060    17,060    

 13,571,460 13,571,460       

事 務 用 消 耗 品 費   800  800    

旅 費 交 通 費   2,500  2,500    

雑 損 失   600  600    

備 品 減 価 償 却 費   30,000  30,000    

有 価 証 券 評 価 損   18,000  18,000    

貸倒引当金繰入額   240  240    

退職給付引当金繰入額   2,800  2,800    

未 払 法 人 税 等    71,000    71,000 

法人税､住民税及び事業税 
  96,000  96,000    

        

   285,140 285,140 12,099,400 12,323,400 1,580,200 1,356,200 

当 期 （ 純 利 益 ）     224,000   224,000 

     12,323,400 12,323,400 1,580,200 1,580,200 
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２級 解説 

〔第１問〕 

(1) 別途積立金の取り崩し 

 別途積立金を取り崩したときは、別途積立金勘定（純資産）を減額し、繰越利益剰余

金勘定（純資産）を増加させます。 

(2) 固定資産の購入（建設仮勘定）  

 本社事務所が完成し引渡しを受けたときは、固定資産（建物）の購入処理をします。 

①契約時に現金を前払いした仕訳 

 完成前に前払いした金額は建設仮勘定（資産）で処理されています。 

 (建 設 仮 勘 定) 7,000,000  (現 金) 7,000,000 

②完成し引渡しを受けたときの仕訳（本問の解答） 

 建設仮勘定を建物勘定（資産）へ振り替え、残額は当座預金で処理します。 

 (建 物) 21,000,000  (建 設 仮 勘 定) 7,000,000 

     (当 座 預 金) 14,000,000 

 (＊)貸借差額 

(3) 投資有価証券の購入（端数利息の計算） 

 他社の社債を購入したときは、投資有価証券勘定（資産）で処理をします。また、前

利払日の翌日から売買日までの端数利息7,750円を有価証券利息勘定（収益）のマイナ

スとして処理をします。 

 (投 資 有 価 証 券) 4,900,000  (当 座 預 金) 4,907,750 

 (有 価 証 券 利 息) 7,750     

 (＊1)投資有価証券の取得原価 

 
5,000,000円× 

98円 
＝4,900,000円 

 

 100円  

 (＊2)端数利息 

 
5,000,000円×1.825％× 

31日(＊) 
＝7,750円 

 

 365日  

 (＊)30日（４月）＋１日（５月）＝31日 

（4）火災未決算 

   固定資産が火災等で焼失し、同資産について火災保険が付されている場合は、焼失時

の帳簿価額を火災未決算勘定（資産）に計上します。 

（5）補修（完成工事補償引当金の取り崩し） 

   完成し、引き渡した建物について補修を行った場合、完成工事補償引当金勘定（負債）

を取り崩して処理します。 

(*1) 

(*2) 

(＊) 
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原価＠1,500円 原価＠150円 

時価＠ｘ円 

〔第２問〕 

(1)材料の期末における取引価格（期末時価）の推定 

 

材 料 評 価 損 
棚
卸
減
耗
損 

 

 

 実 地 棚 卸 数 量 帳 簿 棚 卸 数 量 

 ※3,150個 3,200個 

※実地棚卸数量：3,200個（帳簿棚卸数量）－50個（棚卸減耗）＝3,150個 

 材料評価損：（@150円－@ｘ円）×3,150個＝25,200円 

                 @ｘ円＝142円 

(2) 完成工事高（工事進行基準） 

  工事進行基準を適用している場合は、工事の進行具合に合わせて完成工事高を計算し

ます。 

①前期の完成工事高 

80,000,000円 
 9,000,000円 

(0.15)＝12,000,000円 
60,000,000円 

 

②当期までの完成工事高 

80,000,000円 
 9,000,000円＜前期の工事原価＞＋10,600,000円＜当期の工事原価＞ 

(0.35) 
56,000,000円＜変更後総工事原価見積額＞ 

＝28,000,000円 

③当期の完成工事高 

 28,000,000円－12,000,000円＝16,000,000円 

 当 期 ま で の 完 成 工 事 高 前 期 の 完 成 工 事 高 

(3) 固定資産の総合償却 

① 要償却額合計 

機械装置Ａ：2,500,000円－250,000円＝2,250,000円 

機械装置Ｂ：5,200,000円－250,000円＝4,950,000円 

機械装置Ｃ： 600,000円 －90,000円＝ 510,000円 

機械装置Ｄ： 300,000円 －30,000円＝ 270,000円 

        7,980,000円 

 

請負金額 

請負金額 

× 

× 
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② 年償却額合計 

機械装置Ａ：2,250,000円÷５年 ＝  450,000円 

機械装置Ｂ：4,950,000円÷９年 ＝ 550,000円 

機械装置Ｃ： 510,000円÷３年 ＝  170,000円 

機械装置Ｄ： 270,000円÷３年 ＝   90,000円 

                   1,260,000円 

③ 平均耐用年数 

  7,980,000円÷1,260,000円＝6.333… ⇒６年（小数点以下切り捨て） 

(4) 賞与引当金の計算 

  翌６月の賞与支給額12,000,000円のうち、当期分を賞与引当金として計上します。 

 
12,000,000円× 

４カ月分（当期分：12/1～３/末） 
＝8,000,000円 

 

 ６カ月分(支給対象期間：12/1～5/末)  

 

〔第３問〕 

 補助部門費の配賦（階梯式配賦法） 

 問題の指示により、運搬部門、機械部門、仮設部門の順に他部門へのサービス提供度合

いに基づいて各部門に配賦します。 

（1）運搬部門費の配賦  

185,000円× 
25％ 

＝46,250円（工事第１部） 
25％＋40％＋28％＋５％＋２％ 

 

185,000円× 
40％ 

＝74,000円（工事第２部） 
25％＋40％＋28％＋５％＋２％ 

 

185,000円× 
28％ 

＝51,800円（工事第３部） 
25％＋40％＋28％＋５％＋２％ 

 

185,000円× 
５％ 

＝9,250円（仮設部門） 
25％＋40％＋28％＋５％＋２％ 

 

185,000円× 
２％ 

＝3,700円（機械部門） 
25％＋40％＋28％＋５％＋２％ 

 

（2）機械部門費の配賦：425,300円＋3,700円＝429,000円  

429,000円× 
32％ 

＝137,280円（工事第１部） 
32％＋35％＋25％＋８％ 
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429,000円× 
35％ 

＝150,150円（工事第２部） 
32％＋35％＋25％＋８％ 

 

429,000円× 
25％ 

＝107,250円（工事第３部） 
32％＋35％＋25％＋８％ 

 

429,000円× 
８％ 

＝34,320円（仮設部門） 
32％＋35％＋25％＋８％ 

 

（3）仮設部門費の配賦：253,430円＋9,250円＋34,320円＝297,000円  

297,000円× 
30％ 

＝89,100円（工事第１部） 
30％＋40％＋30％ 

 

297,000円× 
40％ 

＝118,800円（工事第２部） 
30％＋40％＋30％ 

 

297,000円× 
30％ 

＝89,100円（工事第３部） 
30％＋40％＋30％ 

 

（4）補助部門費配賦額合計 

工事第１部：46,250円 ＋ 137,280円 ＋ 89,100円 ＝ 272,630円 

運 搬 部 門 費    機 械 部 門 費     仮 設 部 門 費 

工事第２部：74,000円 ＋ 150,150円 ＋ 118,800円＝ 342,950円 

運 搬 部 門 費    機 械 部 門 費     仮 設 部 門 費 

工事第３部：51,800円 ＋ 107,250円 ＋ 89,100円 ＝ 248,150円 

運 搬 部 門 費    機 械 部 門 費     仮 設 部 門 費 

 

〔第４問〕 

問１ 解答参照 

問２  

（1） 当月労務費の計算 

№501：＠2,100円×153時間 ＝   321,300円 

№502：＠2,100円×253時間 ＝   531,300円 

№601：＠2,100円×374時間 ＝   785,400円 

№602：＠2,100円×192時間 ＝   403,200円 

 2,041,200円 
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（2） 当会計期間の工事間接費の予定配賦率 

 2,252,000円 ÷ 56,300,000円  ＝0.04（４％） 

 工事間接費予算額 直接原価総発生見込額 

（3） 当月の工事間接費予定配賦額 

№501：４％×（258,000円＋321,300円＋765,000円＋95,700円）   ＝  57,600円 
   材料費 労務費 外注費 経費 

№502：４％×（427,000円＋531,300円＋958,000円＋113,700円）  ＝  81,200円 
  材料費 労務費 外注費 経費 

№601：４％×（544,000円＋785,400円＋2,525,000円＋195,600円）＝ 162,000円 
  材料費 労務費 外注費 経費 

№602：４％×（175,000円＋403,200円＋419,000円＋62,800円）   ＝  42,400円 
 材料費 労務費 外注費 経費 

 343,200円 

（4） 工事間接費配賦差異の月末残高 

343,200円 － 341,000円 －3,500円 ＝△1,300円（借方「Ａ」） 

 予定配賦額 実際発生額 前 月 繰 越 ･借 方 

（5） 工事別原価計算表 

①当月完成工事原価 

No501： 1,329,000円(*)＋258,000円＋321,300円＋765,000円＋95,700円＋57,600円 
  前月繰越 材料費 労務費 外注費 経費 工事間接費 

＝ 2,826,600円 

(*)235,000円＋329,000円＋650,000円＋115,000円 ＝ 1,329,000円 
  材料費 労務費 外注費 経費 

No601： 544,000円＋785,400円＋2,525,000円＋195,600円＋162,000円 ＝ 4,212,000円 
  材料費 労務費 外注費 経費 工事間接費 

 

②月末未成工事原価 

No502： 2,778,400円(*)＋427,000円＋531,300円＋958,000円＋113,700円＋81,200円 
  前月繰越 材料費 労務費 外注費 経費 工事間接費 

＝ 4,889,600円 

(*)580,000円＋652,000円＋1,328,000円＋218,400円 ＝ 2,778,400円 
  材料費 労務費 外注費 経費 

No602： 175,000円＋403,200円＋419,000円＋62,800円＋42,400円 ＝ 1,102,400円 
  材料費 労務費 外注費 経費 工事間接費 
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〔第５問〕 

(1) 現金実査 

 (事 務 用 消 耗 品 費 ) 800  (現 金 ) 1,400 

 (雑 損 失 ) 600     

 

(2) 材料貯蔵品の期末評価(棚卸減耗) 

 (未 成 工 事 支 出 金) 1,000  (材 料 貯 蔵 品) 1,000 

 

(3) 仮払金 

① (旅 費 交 通 費 ) 2,500  (仮 払 金 ) 3,000 

 (現 金 ) 500     

 

② (11)の法人税等の計上で処理します。 

 

(4) 減価償却費の計上（予定計算） 

① 機械装置 

 機械装置の減価償却費については、工事現場用であり月額4,500円が予定計上（工事

原価算入）されているため、決算時の実際発生額との差額は、当期の工事原価（未成

工事支出金）に加減します。 

 (未 成 工 事 支 出 金 ） 2,000  (機械装置減価償却累計額 ) 2,000 

 減価償却費       

(*) (4,500円/月×12カ月）－56,000円＝△2,000円（過去不足） 

  予定計上額 実際発生額 
 

② 備品 

 (備 品 減 価 償 却 費) 30,000  (備品減価償却累計額 ) 30,000 

(*) 90,000円÷３年＝30,000円 

       

(5) 有価証券評価損 

 (有 価 証 券 評 価 損) 18,000  (有 価 証 券 ) 18,000 

(*) 153,000円－171,000円＝△18,000円 

  期末時価 帳簿価額 

 

 

(*) 

(*) 

(*) 
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(6) 仮受金 

① (仮 受 金 ) 7,000  (完 成 工 事 未 収 入 金 ) 7,000 
 

② (仮 受 金 ) 21,000  （未 成 工 事 受 入 金 ） 21,000 

 

(7) 貸倒引当金の計上 

 (貸 倒 引 当 金 繰 入 額) (*)240  (貸 倒 引 当 金 ) 240 

(*)（112,000円＋565,000円－7,000円)×1.2％＝8,040円 

受取手形 完成工事未収入金 （6） 

8,040円－7,800円＝240円 

            T/B残高 

 

(8) 完成工事補償引当金の計上 

 (未 成 工 事 支 出 金) 500  (完成工事補償引当金 ) 500 

 完成工事補償引当金繰入額       

(*) (12,300,000円×0.2％)－24,100円＝500円（繰入額） 

  完成工事高 T/B残高 

 

(9) 退職給付引当金 

① 本社事務員 

 (退職給付引当金繰入額) 2,800  (退 職 給 付 引 当 金 ) 2,800 

 

② 現場作業員 

 (未 成 工 事 支 出 金) 8,600  (退 職 給 付 引 当 金 ) 8,600 

 退職給付引当金繰入額       

    

(10)完成工事原価 

 (完 成 工 事 原 価) 93,600  (未 成 工 事 支 出 金 ) 93,600 

(*) 213,500円＋1,000円＋2,000円＋500円＋8,600円－132,000円＝93,600円 

  T/B残高 (2) （4)① (8) (9)② 次期繰越 

     

(11)法人税等の計上 

  (法人税、住民税及び事業税) 96,000  (仮 払 金 ) 25,000 

     (未 払 法 人 税 等 ) 71,000 

(*) (12,323,400円－12,003,400円）×30％＝96,000円 

    収益合計 費用合計 

 

(*) 

 

 

(*) 



【建設業２級】 2023 年 9 月実施(第 33 回)  講評 

 
 
全体 
 
全体的に平均的な難易度の問題であったといえます。 

 
第１問（20 点） 
 
第１問は、社債の購入における端数利息の計算を自分で行わなければならない問題が少々手間取ったか

なと思います。ただし、それ以外は過去に出題されているような問題でしたので、確実に高得点を狙いた

いところです。 
 
第２問（12 点） 
 
第２問は、機械装置における総合償却の問題において、解答が割り切れず端数処理を行う必要がありま

した。また、賞与引当金の計上はあまり練習をしていない問題でしたので、少々難しかったと思います。

４問中、３問は正解したいところです。 
 
第３問（14 点） 
 
第３問は、部門別における「部門費振替表」を作成する問題でした。配賦方法が「階梯式配賦法」であ

り、解答用紙の摘要欄と金額欄を全て自分で記入しなければならなかったので、少し時間がかかったか

と思います。計算自体は難しくなかったので、記入ミスをなくし出来るだけ高得点を狙いたいところで

す。 
 

第４問（24 点） 
 
第４問は、工事別原価計算表を作成する問題でした。過去に何度も出題されているパターンでしたので

高得点が狙えると思います。 
 
第５問（30 点） 
 
第５問は、過去に何度も出題されているパターンですので、高得点が狙えると思います。 

 


	【拡縮】pdf-dis／建設（模解）33回-01／2級・解答（A4⇒B5）
	pdf-dis／建設（模解）33回-02／2級・解説（※B5縮小なし）（A4）
	【拡縮】pdf-dis／建設（模解）33回-03／2級・講評（A4⇒B5）

